
７
月 

営
農
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

 
水
稲
生
育
量
や
葉
色
に
合
わ
せ
て
穂

肥
の
施
用
を
し
ま
し
ょ
う
。
病
害
虫
の

発
生
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

大
豆
中
耕
・
培
土
は
開
花
期
ま
で
に
実

施
ま
し
ょ
う
。 

 

水
稲 

①
穂
肥 

７
月
に
入
る
と
稲
の
生
育
ス
テ
ー
ジ

は
、
体
を
つ
く
る
「
栄
養
生
長
期
」
か

ら
穂
や
籾
を
つ
く
る
「
生
殖
生
長
期
」

に
移
り
ま
す
。
穂
肥
の
施
用
は
、
穂
数

を
確
保
し
分
化
し
た
籾
や
枝
梗

し

こ

う

の
退
化

を
防
ぎ
、
１
穂
中
の
粒
数
を
確
保
す
る

た
め
の
重
要
な
作
業
で
す
。 

穂
肥
は
、
穂
と
な
る
幼
穂
長
を
確
認

し
て
施
用
し
ま
す
が
、
適
期
に
必
要
量

を
確
実
に
施
用
す
る
こ
と
が
大
切
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。 

 ※
近
年
は
、
高
温
の
影
響
で
幼
穂
形
成

期
が
早
ま
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
よ

く
観
察
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

       

●
幼よ

う

穂す
い

の
確
認
方
法 

① 

畦
畔
か
ら
５
ｍ
以
上
田
ん
ぼ
に
入

り
、
平
均
的
な
株
を
選
び
ま
す
。
そ

の
中
で
、
草
丈
が
最
も
長
い
茎
を

根
元
よ
り
引
き
抜
き
ま
す
。 

② 

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
な
ど
で
茎
を
縦

に
半
分
に
切
り
、
白
い
幼
穂
長
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

（
写
真
１
幼
穂
の
確
認
方
法
参
照
） 

                           

                                     

 

③ 

水
管
理 

出
穂
３
週
間
前
後
は
カ
ド
ミ
ウ
ム
の

吸
収
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
カ
ド
ミ
ウ

ム
は
、
湛
水
状
態
を
保
つ
こ
と
で
吸
収

を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
湛

水
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
但
し
、
夏

場
は
水
温
が
高
く
な
り
稲
の
活
力
低
下

に
つ
な
が
る
事
か
ら
浅
水
管
理
な
ら
び

に
定
期
的
に
入
水
し
て
水
温
を
下
げ
て

下
さ
い
。 

 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

             
 

   

米 こ わ び 東 Ａ Ｊ 

 

●

品種  商品名  出穂 25 日前  出穂 18 日前  出穂 10 日前  

コシヒカリ  

 

化学肥料  

20-0-10 
―  13 ㎏  13 ㎏  

穂肥まかせな彩  ―  22kg ―  

キヌヒカリ  

日  本  晴  

秋  の  詩  

化学肥料  

20-0-10 
13 ㎏  13 ㎏  ―  

穂肥まかせな彩  25 ㎏  ―  ―  

※葉色が基準よりも濃い場合は表の時期よりも施用を遅ら

せたり、施用量を控える必要があります。また、葉色が薄

い場合は、穂肥の施用を早める必要があります。  

※基肥一発肥料を基準量施用の場合は、基本的に穂肥の施用

は必要ありません。 

※詳しくは水稲施肥設計書をご確認ください。  

【穂肥施用時期】 

品種 １回目 ２回目

コシヒカリ
滋賀羽二重糯

幼穂長5～10mm
（出穂18日前）

１回目の施用より約１週間後
（出穂10日前）

キヌヒカリ
日本晴
秋の詩

幼穂長1～2mm
（出穂25日前）

幼穂長5～10mm
（出穂18日前）

【施肥設計基準表】 ※
詳
し
く
は
水
稲
施
肥
設
計
書
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

JA東びわこ環境こだわり米 (kg/10a)

施用時期
幼穂1～2㎜
（出穂25日前）

幼穂5～10㎜
（出穂18日前）

コシヒカリ ― 30kg

秋の詩 30kg ―

みずかがみ 25kg ―

肥料
省力型（1回のみ施用）

滋賀こだわり穂肥ハーフコート306

この部分が幼穂です。 

写真 1:幼穂の確認方法 



大豆の中耕・培土 

 

台
風
対
策
に
つ
い
て 

 
台
風
が
接
近
す
る
と
、
強
風
に
よ
り

急
激
に
水
分
が
奪
わ
れ
生
育
に
影
響
を

お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
で
き

る
だ
け
深
水
で
管
理
し
、
台
風
に
備
え

ま
し
ょ
う
。 

③
病
害
虫
防
除 

●
い
も
ち
病
●
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
湿
気

の
多
い
気
象
が
続
く
と
発
生
が
増
加
し

ま
す
。（
栽
植
密
度
の
高
い
ほ
場
で
も
発

生
し
ま
す
）
い
も
ち
病
の
発
生
が
例
年

多
い
地
域
に
つ
い
て
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
※
参
考
農
薬:

コ
ラ
ト
ッ
プ
粒
剤

５ 

 

  

 

●
紋
枯

も
ん
が
れ

病
●
葉
鞘
に
褐
色
の
楕
円
状
の

斑
紋
が
現
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
葉
身

に
ま
で
進
展
し
ま
す
。
近
年
、
紋
枯
病

の
発
病
が
影
響
し
た
登
熟
障
害
や
倒
伏

を
助
長
し
た
と
思
わ
れ
る
ほ
場
が
多
い

た
め
、
よ
く
ほ
場
を
観
察
し
て
、
早
期

発
見
と
早
期
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
参
考
農
薬:

リ
ン
バ
ー
粒
剤 

     

●
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
●
カ
メ
ム
シ
類

は
イ
ネ
科
雑
草
が
生
い
茂
っ
た
畦
畔
に

侵
入
・
繁
殖
し
、
稲
の
出
穂
と
と
も
に

水
田
へ
侵
入
し
ま
す
。
カ
メ
ム
シ
類
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
出
穂
２
～
３

週
間
前
と
出
穂
期
の
２
回
に
畦
畔
草
刈

り
を
実
施
し
、
イ
ネ
科
雑
草
を
除
草
し

ま
し
ょ
う
。
地
域
で
共
同
の
薬
剤
防
除

を
行
う
と
効
果
的
で
す
の
で
必
ず
実
施

し
ま
し
ょ
う
。
※
参
考
農
薬:

ス
タ
ー
ク
ル

粒
剤
又
は
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤

１０ 

             

  

大
豆 

○
中
耕
・
培
土 

中
耕
・
培
土
は
大
豆
の
安
定
多
収
栽

培
に
は
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
基

本
技
術
で
す
。 

【
効
果
】 

雑
草
防
除
・
倒
伏
軽
減
・
排
水
性
の

向
上
・
養
分
吸
収
の
向
上
・
根
粒
菌

の
増
殖
な
ど 

 ●
１
回
目
は
、
本
葉
２
～
３
葉
期
頃
に

子
葉
が
隠
れ
る
程
度
に
行
い
ま
し
ょ
う
。 

●
２
回
目
は
本
葉
４
葉
期
頃
に
初
生
葉

が
隠
れ
る
程
度
の
高
さ
（
１
８
～
２
０

㎝
）
ま
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
作
業
適
期

が
遅
れ
る
と
根
を
傷
め
る
の
で
、
開
花

１
週
間
前
ま
で
に
は
終
わ
ら
せ
ま
し
ょ

う
。 

              

○
本
田
雑
草
生
育
期
の
除
草 

中
耕
培
土
後
に
雑
草
が
多
発
し
た
場

合
は
、
ポ
ル
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
や
大
豆
バ

サ
グ
ラ
ン
液
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

使
用
前
に
は
、
使
用
時
期
や
散
布
量
、

注
意
事
項
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
使
用

し
ま
し
ょ
う
。 

※
ポ
ル
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
イ
ネ
科
雑
草

に
高
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。
使
用
時
は

周
辺
の
水
稲
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

※
大
豆
バ
サ
グ
ラ
ン
液
剤
は
イ
ネ
科
雑

草
に
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

        

                                     

写真 2 

葉いもち 

２ ～ ３ 週

間 

２ ～ ３ 週

間 

 

 

写真 3 

紋枯病 


